
 

 

第１２７３回 例会 ２０１７年（平成２９年）２月２０日    

(平和と紛争予防/紛争解決月間) 

 

前回（２月１３日）例会記録 

◇プログレス 上月 環 副ＳＡＡ  

１．来客紹介 親睦委員会 岡本 茂 親睦委員 

  ゲスト：１名 地区外１名 地区内：２名 合計４名 

  体験例会：藤井 宏明 様 

 

２．会長の時間  新川 晃生 会長 

皆さま、ようこそお越しいただきました。 

本日は、体験例会に藤井様が来られております。また、神戸西ＲＣの山本様、池田ＲＣの近藤様、 

大阪北ＲＣの豊田様にもお越しいただいております。どうぞごゆっくりお過ごしください。 

先週、ゴルフの松山英樹選手が優勝いたしました。 

今シーズン6戦して優勝2回、2位が2回で賞金ランクはトップ、世界ランクは5位まで上がったそうで、

昨年秋に日本で2勝して以来、好調を持続しているようです。「4月のマスターズが楽しみ」と言うのは、まだ尐し早いでしょう

か。 

さて、今月は「平和と紛争予防／紛争解決月間」となっております。 

今でも、世界中のあらゆる地域で紛争が起きており、多くの一般市民が犠牲になったり住むところを失ったりしています。 

国連の調べでは、紛争や迫害により避難を余儀なくされている難民や国内避難民の数は、約6,000万人もいるそうです。 

本日のプログラム                         （本日のプログレス 上月 環 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「奉仕の理想」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ フリートーク 「３０周年実行委員会について」  

○ 第４回３０周年実行委員会 ４階「藤の間」 １３：４０～１５：００ 

・白いブランコ 

・しかられて 

・静かな湖畔 



 

民族紛争、宗教的対立など理由はいろいろあるのでしょうが、すぐに解決できる問題ではありません。 

そこで国際ロータリーでは、世界平和と紛争解決を推進するリーダーを育成することを目的に「ロータリー平和センター」を 

6か国7大学に設置し、奨学資金を提供しています。 

この「ロータリー平和センター」のひとつが東京の国際基督教大学に設置され、毎年約10名のロータリー平和フェローが 

博士課程に所属して平和と紛争解決を中心とする国際問題について研究を行っているということです。 

このようなロータリーの活動が、尐しでも世界平和の実現に役立っていただければと思います。ありがとうございました。 

 

３．ニコニコ報告 清水 清一 親睦委員 

俣野 会員‥‥本日国際奉仕フォーラムです。岡本真太郎会員がバリ支援についてお話頂きます。宜しくお願い致します。 

小山 会員‥‥体験入会の藤井さんをよろしく。 

北野 会員‥‥甚田さん、小山さん、スキー同好会の皆様、大変お世話になりました。 

カンタトーレ 会員‥‥今月末から４月の中旬頃まで、東京・海外出張が続き欠席が続きます。申し訳ございません。 

伊藤 会員‥‥新川さま、中村さま、林さま、岡本真太郎さま、ありがとうございました。 

岡本(真) 会員‥‥本日長女が高校に合格致しました。父親としてまだまだガンバリます！ 

清水、斧原、新川、杉浦、栗原、高階、大嶋、大久保、岡野、渡辺、松谷、甚田、中川、小島、沖、岡本(茂)、井澤、松永、 

中村、今泉、武田、 

各会員‥‥まだまだ寒い日が続きますがお身体をお大事に 

 

４．出席報告 上月 環 副ＳＡＡ 

会員総数 ３９名 出席率計算会員数 ３８名 出席会員数 ３１名 出席率 ８２％ 

第１２７０回＇１月２３日（ 修正出席率 １００％ 

 

５．国際奉仕フォーラム 「バリ支援の今後を考える」 国際奉仕委員会 岡本 真太郎 委員 

本日はバリ島国際奉仕の為に貴重なお時間を頂戴いたしましてありがとうございました。 

当クラブの継続的な国際奉仕活動といえば、バヌアツの歯科医療奉仕ですが、新たにメンバー 

全員が活動に参加出来るものをということでスタートしたのが、バリ島就学困難児童支援になります。 

そのバリ島における国際奉仕活動も、2013年12月に塩尻会員と現地TAMAN RC に訪問して 

から3年が経過致しました。みなさんのご理解ご協力があってのことと、この場を借りてあらためて 

御礼申し上げます。ここで、3年の活動を改めて振り返ってみたいと思います。 

2013年 12月 TAMAN RC 初訪問＇2名（ 

2014年  9月 就学困難児童支援金贈呈の為 渡バリ島＇6名（ 

2015年  8月 就学困難児童支援金贈呈の為 渡バリ島＇4名（ 

2016年  7月 小学校へトイレ・手洗い場・貯水タンク贈呈の為 渡バリ島＇6名（ 

2016年  9月 TAMAN RC 25周年式典出席＇1名（ 

2017年 7月 小学校へトイレ・手洗い場・貯水タンク贈呈の為 渡バリ島予定 

２０１４年バリ視察                     ２０１５年バリ視察 

 

 

 

 

 



 

         ２０１６年バリ視察（その１）                     （その２） 

 

 

 

 

 

 

 

また、バリ島における国際奉仕活動の特徴についても、改めて整理しておきたいと思います。 

1.世界社会奉仕活動である 

  ロータリー百科事典によりますと、国際奉仕の分野は「世界社会奉仕活動」「国際レベルの教育及び文化活動」 

  「特別月刊と催し」「国際的な会合」の四つの分野に分かれます。また、ここにある「世界社会奉仕活動」の要件として 

⓵プロジェクトが人道的奉仕活動であること②２ヵ国以上のロータリーが関与すること③プロジェクトはこのうちいずれか 

１ヵ国で実施されること、との三項目が謳われていますが、その全てを満たす活動であると考えています。 

2.グローバル補助金を見据えることが可能な活動である 

みなさんご存知な様に、グローバル補助金の対象となるプロジェクトの条件は、次に挙げる6重点分野の1つ以上に 

関連しているプロジェクトである必要性があります。 

6重点分野とは、①平和と紛争予防/紛争解決②疾病予防と治療③水と衛生④母子の健康⑤基本的教育と識字率向上 

⑥経済と地域社会の発展になります。 

  バリ島での活動はこの内、③水と衛生に関連した活動になります。また、TAMANRC は、グローバル補助金を受けての  

活動経験も豊富です。現在行っている我がクラブの活動をグローバル補助金申請し、更に有意義な奉仕活動にすること  

が可能な地盤が出来上がりつつあります。 

3.女性ロータリアンを中心とした国際奉仕活動である 

  我がクラブも 3 名の女性会員が居られますが、TAMANRC は女性会員中心のクラブになります。そして奉仕活動も非常

に活発です。婦人無料検診車活動がその代表的な活動です。バリ島へは既に 2 名の女性会員の方達に渡って活動して

頂いて居りますが、今年の 7 月には上月会員もご参加予定です。我が船場ロータリークラブは、30 周年を迎えますが、そ

のテーマが「クラブ再発見」です。女性の目から見た発見こそが、ロータリークラブの再発見となるのではないかと考える次

第です。 

  伊藤次年度会長は、30周年を迎えるにあたって「ユニークなクラブを目指す」と仰って居られますが女性ロータリアンを中

心とした国際奉仕活動は、新たな女性会員を獲得するには効果的ではないかとも考えております。 

私は今まで通り、裏方として活動させて頂く考えであることも付け加えておきます。 

 そしてフォーラムの時間を頂戴し、TAMAN RC との 友好クラブ・姉妹クラブ締結の意義についても各テーブルにおいて

ディスカッション頂きました。限られた時間ではありましたが、様々なご意見を頂戴致しました。 

TAMAN RC はあらゆる国と共同プロジェクトを多数行われていますが、これといった友好クラブ・姉妹クラブの締結をされ

ていません。それよりも奉仕活動が必要な案件が多数ある為、行動が優先といった方針で活動されています。 

友好クラブ・姉妹クラブ締結に関しては、まずバリ島での国際奉仕活動を今後どういった形にしていくかを考え、 

その目標に向かっていく道中で、共に考えていくことであるというのが現段階のご意見の様に思いました。 

みなさん、本日は貴重なお時間を頂戴しありがとうございました。 

今後ともみなさんのご理解ご協力の程よろしくお願い致します。 

 

 



 

 

スキー同好会レポート ❄ 恒例のニセコスキー 

     平成２９年２月４日(土)～２月１１日（土） 

                                         小山 道子 

今年もやってきましたスキーin ニセコ！！   

今回の参加者は１０数名。ロータリー関係参加者はリーダーのJ氏、 

Kさんご夫妻、夫＆私の５名。それと昨年から４０年ぶりにスキーを 

始められたTさんご夫妻、途中参加のRC元会員O氏らお二人。 

超ベテランのNさんご夫妻。そしてスキーツアーのマネージャーであるM氏。 

彼なくてはこのスキーツアーは成り立ちません。 

このスキーツアーに初めて参加したのは随分前ですが、６，７年間ほどは 

諸事情で参加できず、、、６年前から再び参加するようになり、以降毎年 

２，３月のスキーを楽しみにしています。スキーの出発日が近づいてくると、ウキウキワクワク～～(^O^)／私達の宿泊 

ホテル＇ﾆｾｺﾉｰｻﾞﾝﾘｿﾞー ﾄｱﾝﾇﾌﾟﾘ（のすぐ裏側はゲレンデに直結しており、ロケーションとしては最高です。 

幸いにもニセコでこんな快晴は珍しいと言う日にも遭遇し、Kさんご夫妻とはいつもご一緒に、また時には他の方々とも 

共に滑り、ご指導ご指单を受けました。有難い無料レッスンです。 

２日目はどピーカン！ 快晴です！Kさんご夫妻と隣りのスキー場ヴィレッジ＇東山（へ行き、またその隣りの 

スキー場ヒラフへ。そこの中級コースが私達４人にとっては丁度ナイスな練習場なのです。で、何度か練習している 

途中で、Kさんご夫妻と夫が下から見上げて、あそこの上級コースを滑ろうか、と。 

私は行きたくなかったのですが、行く事に。。。いざ滑り出したら、圧雪はされておらず、ものすごい急傾斜！ 

しかし、滑るしかありません。勇気を出して、このスキーツアーの私達の先生格でいらっしゃるN井氏の教えを 

思い出しながら、やっとの思いで長い急傾斜を滑り降りました。お蔭で１回こけただけですみました。 

一番四苦八苦していたのは我が夫。ターンが出来ず、、、斜滑降で降りる羽目となり、どうなる事やらと降りてくるまで 

Kさんご夫妻と長い間待ちました。 

後で知ったのですが、ここのコースがニセコで傾斜が一番キツイとか。そのような事を知らずにトライし、恐ろしかった 

ですが、私にとって良い経験となりました。 

さて、お楽しみはスキーだけではありません。アフタースキーの全員で摂る楽しい夕食と笑いの絶えないお喋りです。 

この両輪あってこそのスキーツアー。 

私はいつも思います。このような方々のお仲間に入れて頂いて、下手でもスキーを楽しめる幸せ。 

楽しかった！楽しかった！楽しかった！仲間の皆様に心より感謝致します！ 

そして、私のアモーレ、夫にも感謝。ほんとよ、あなた。 

 

【追記】上記は 2/4(土)～2/11(土)間で各自の都合で参加しました。大阪うつぼ RC 元会長の堤昌彦      

会員は、私と親しいスキー愛好者ですが、同クラブ主催の会員家族11名が「ルスツスキーリゾート」へ出かけ、 

大いに楽しんだと聞き及んでいます。我が船場もこのスポーツを楽しみましょうネ。    甚田 隆康                         

 

                    

  ☆次回２月２７日＇月（例会予定 

                    ・職奉卓話：杉浦会員・澤田会員 

                    ・次年度理事会 ６階「梅の間」１３：４０～１４：４０ 

      ※例会場は７階「フォンタナ」に変更になっております。 


